
算数授業における「学習者の階層的構造」が 

引き起こすメタ認知知識への影響を分析する試み 

―Pierre Bourdieu の理論をもとに― 

 

教育実践高度化専攻 教科指導重点コース 理数・自然科学系（数学） 

魚住 昌平 

 

教室学習において子どもたちは，学習成績（テストの得点や教師からの評価，

授業における活躍）に応じて，自身の中で他者の「学習の階級」の位置付けを

行うことがある。その結果，「階層的構造」を，自己の中に作り上げていると

考えられる。学習者の中に格差的構造が構築されている状況では，子どもの中

にある他階級者への評価という「凝り固まったメタ認知知識」によってメタ認

知技能の働きが抑制され，（主に）上位階級者に一方的にコントロールされる

危険性がある。 

本研究は，「練り上げ」を軸として，階層的構造の影響が児童のメタ認知知識

に与える影響を改善する試みである。 

本研究を通して得る事ができた示唆は以下の３点である。 

・「練り上げ」における「子ども同士の相互作用」は，児童のもつ（階層内に

おける）自己や他者への認識を変容させる効果がある。 

・言語的ハビトゥスの再構築には，児童一人一人に「他者」を意識した言語的

コミュニケーションの必要性を生じさせる「練り上げ」が有効である。 

・数学学習文脈へのリアリティ付与は，児童が算数学習の場面において，階層

的構造の影響を越えて，自身の価値観を表出する際の一助となる。 

 


